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　5月6日、その演奏が始まるまで私は落ち

着かない気分でした。今年の音楽祭が始まって

8日目。仲代達矢さんをお迎えした「Oh! My!

クラシック」やチョーリャン・リンさんと諏

訪内晶子さんの室内楽など…好評のうちに前

半を終えていました。「アジアの音、アジア

の心」が今年のテーマで、アジア人の演奏家だ

けで実施する音楽祭にどれだけお客様が反応

していただけるか。冒険ともいえる試みの成

否はこの6日のコンサートにかかっていると

私は思っていたのです。

　チョン・キョンファさんの登場は一風変

わっていました。袖からゆっくりと一歩ずつ

ホールの空気を噛みしめるように歩いて、ふ

と立ち止まり客席のお客様一人一人を確かめ

るように見つめる。それから振り返って今度

はオーケストラのメンバーをじっくり嘗め回

すように。私はその異様さに驚き、次いで引

き込まれる感じがしました。客席の全体が同

じような雰囲気に飲み込まれたようです。や

がて始まった演奏はこれまで聴いたどんなブ

ラームスとも違っていました。優美で華麗な

音を予感した私を裏切るように、時に荒々し

く突き刺すように響いてくるヴァイオリンの

音。「これが私のブラームスよ！」キョンファ

さんの叫びは、胸のあたりで不思議な感動の

塊になりました。演奏が終わるころ、この日

のキョンファさんを聴けた幸せは客席のほと

んどの方が同じだと感じられ、アジアの音、

アジアの心…このテーマでやってよかったと

思いました。

　キョンファさんがアンコールに選んだのは

15分を超える異例の曲でした。「私はこの

歳になってブラームスの音楽、そこに描か

れている彼の魂を深く愛するようになりまし

た。彼のためにシャコンヌを演奏します。何

故なら彼はバッハのシャコンヌを愛していた

からです」70歳のキョンファさんはそう話

してから静かに、しかし熱い演奏を聴かせて

くれました。

　演奏後に話すキョンファさんはとても賑や

かで明るい人柄で、スマホを取り出して一枚

の写真を見せてくれました。2匹の犬が写っ

ています。「こっちがヨハネス、こちらがク

ララよ」愛犬の一方をブラームスのファース

トネームにし、一方を恋人と伝えられてきた

クララ・シューマンの名前で呼んでいるとい

うのです。ブラームス演奏の天才といわれる

キョンファさんならではでしょうか。

　「近いうちにまた来てね」と言うと、私の

手を握って「約束します」と答えたキョンファ

さんの笑顔は気取ったところが全くない和や

かなものでした。

公益財団法人宮崎県立芸術劇場 理事長　佐藤寿美

幼少時代はどんな子どもでしたか？また、

ピアノとの出会い、ピアノの面白さに目

覚めたきっかけを教えてください。

生まれる前からとにかく元気な子でした。

というのも、母が僕を出産する時には元気

すぎて「逆子の逆子で、更にへその緒が3

重」というし。もちろん僕は息もできず心

肺停止になってしまいましたが帝王切開で

生まれ、なんとか息を吹き返した…ってく

らい元気な子でした。

ピアノを始めるより先に、僕は2歳か3

歳の頃にヴァイオリンを始めましたが、先

生に「君みたいな性格の子は、ヴァイオリ

ニストには向いてないわね」と言われたの

を子どもながら未だに覚えています。それ

から父の転勤を機にヴァイオリンを辞めま

した。

月日が経ち4歳の頃に、「ヤマハの幼児音

楽教室」に通い、エレクトーンを始めてみ

ました。でもうちは転勤族ですので、長く

は続かず、ようやく東京に住み始め、電子

ピアノですが初めてピアノに触れました。

初めての曲はミッキーマウスマーチ。母

がミッキーマウスのマーチを両手で弾いて

くれたのですが、僕は両手でいきなり全部

弾ききった記憶があります。

現在、ポーランドのショパン音楽大学に

留学されていますが、ここに決めた理由

と、この留学でどんなことを吸収された

いか教えてください。

音楽を学ぶための留学というのは大きく

分けて2パターンあります。「自分が好き

な国に行き、文化・歴史をメインに吸収す

る」、「習いたい先生がいるからその国に住

む」これらの動機は真逆とは思いません

が、学ぶ姿勢が変わってきます。ロシア留

学では、M.ヴォスクレセンスキー師が留学

を誘ってくださりロシアに行きました。そ

して今回、習いたい先生を自分で見つけ、

先生に繋がる連絡手段を探し、自分を売り

込み、認めてもらい門下生になる。といっ

た今までには無かった、初めての経験を最

初からしているのが現在のポーランド・ワ

ルシャワです。現在師事している教授は、

今の僕にとってはとても大事なことを沢山

教えてくださいます。ワルシャワにしたと

いう決断理由は沢山ありましたが、3年後

位にでも明かそうかなと思っています。留

学2か国目となるポーランド・ワルシャワ

では、1回でも多く演奏をしたいですね。

とにかく海外と国内の演奏回数を50／50

で保てるくらい活動していきたいです。

反田さんにとってピアノとはどういう存

在なのでしょうか？

僕にとってのピアノはオーケストラです。

音楽そのものです。

反田さんのイメージにあまりないベートー

ヴェンですが、反田さんにとってベートー

ヴェンとはどんな作曲家ですか？

そう（イメージにないと）仰っていただ

けるのは嬉しい事です。何故なら2015年

のデビューアルバムを収録する前から今年

（2018年）の大まかなプログラムを考え、

きっと皆さんが 3年後にこの様な質問を

してくる事も想定していました。なので

しっかりと現実化出来ていて、まず、そこ

の反応が嬉しいです。

ベートーヴェンがどういう人格かは今で

は誰も分かりません。ですが伝記、日記、

手紙などといった残っている記録を探し、

楽譜からは癖、思考、背景といったものが

察せられるので、そういったものから私た

ちは作曲家の人間性を知ろうと努力をして

います。ただ、結局は作品と演奏者の創造

がなければ意味はありません。楽譜に忠実

でありつつも、自分の良さを作品にすり込

ませる必要がコンサートではあります。

ベートーヴェンにとってはピアノという

楽器は切っても切れない関係性で、後期の

ピアノソナタ（特に29番）はこの世で音楽

的に一番難しい作品だと思っています。彼

は頑固でしたが、頭が良いからこその頑固

さだったと思います。

今、僕に苦手な、嫌いな作曲家はいませ

ん。そう思って活動をしています。だって

明日になったら好きになっているかもしれ

ないから。

ベートーヴェンのソナタ 3曲を演奏さ

れますが、どうして今回この 3曲を選

ばれたのでしょうか。

このプログラムは、今後取り組もうと思っ

ている中期及び後期のソナタに向けてのケ

ジメでもあります。後期ソナタもいくつか

本番でも弾いたことがありますが、初期と

中期の作品を身体に染み込ませて、それか

ら後期の作品に改めて取り組もうと思って

います。

聴きどころは、各楽章の変化。実際にホー

ルで聴いていただければ絶対に分かります。

だからこそ、実際に演奏を聴きに来てくだ

さい。

目覚ましい活躍ぶりですが、練習や息抜

きなど、どのようにバランスを取ってい

らっしゃいますか。

遊ぶ時は全力で遊び、休む時も全力で休

む。その代わりに、練習するときや本番で

は死ぬ気でピアノを弾いています。その日

出した音が最後になるかもしれないという

思いで。決して後悔しないようにその日最

後に出した一音に満足してから休みます。

普段の僕は、家でゴロゴロしながら、ス

マホでゲームをし（全力です）、友達に電話

して予定が合えばいつものカフェでいつも

のコーヒーを飲み、帰宅して→最初に戻る

（家でゴロゴロしながら、スマホでゲーム

をし…続く）。

反田さんにとって、いい演奏とはどんな

演奏ですか？もしくは、これからどんな

演奏家を目指していきたいですか？

聴いていて笑顔になってしまう演奏。よ

くわかりませんが、僕は好きな演奏だと、

気付いたら勝手に笑っているらしいです。

要するに、心になにか残る演奏ですよね。

そういう演奏家でありたいと思っています。

宮崎のお客様へ、意気込みなどメッセー

ジをお願いいたします。

とても盛り上がるようなプログラムを考

えましたので、期待していてください !!

会場でお会いしましょう！

反田恭平 そりた きょうへい
（ピアニスト）
1994年生まれ。2012年高校在学中に、第81回日
本音楽コンクール第1位入賞。併せて聴衆賞を受賞。
2013年M.ヴォスクレセンスキー氏の推薦により
ロシアへ留学。2014年チャイコフスキー記念国立
モスクワ音楽院に首席で入学。2015年イタリアで
行われている「チッタ・ディ・カントゥ国際ピアノ協
奏曲コンクール」古典派部門で優勝。年末には「ロ
シア国際音楽祭」にてコンチェルト及びリサイタル

にてマリインスキー劇場デビューを果たす。2016
年のデビュー・リサイタルは、サントリーホール
2000席が完売し、圧倒的な演奏で観客を惹きつけ
た。昨年の6月にはNHK交響楽団との現代音楽に挑
戦し、初の全国リサイタル・ツアー13公演は全公
演完売のうちに終了した。デビューから2年、コン
サートのみならず「題名のない音楽会」「情熱大陸」
等メディアでも多数取り上げられるなど、今、もっ
とも勢いのあるピアニストとして注目されている。

「これが私のブラームスよ！」
～23回目の音楽祭とチョン・キョンファさん～

反田 恭平に聞く!
2015年、若干20歳で新星のごとく音楽シーンに現れ、世界中のクラシッ
ク・ファンを魅了し続けているピアニスト・反田恭平が、宮崎にやってき
ます。現在も、ショパン音楽大学（旧・ワルシャワ音楽院）で研鑽を積
み、更なる高みを目指している彼が選んだプログラムは、ベートーヴェ
ン。期待が高まるソロ・リサイタルに先駆け、ピアノとの出会いから留学
の話、今回のプログラムに込めた想いなどについて聞いてみました。

テレビアニメ『ピアノの森』の
ピアノ演奏が話題に♪
クラシック音楽を題材にしたコミックが原作のテレビアニ
メ『ピアノの森』。（2018.4.8 ～NHK総合テレビで放送）
かつて天才ピアニストと謳われ、主人公にピアノを教える
音楽教師・阿字野壮介のピアノ演奏を反田恭平が担当し、
話題を集めています。
アニメに登場するクラシック・ピアノ曲を収録したアルバ
ム「ピアノの森」Piano Best Collection Ⅰは、6 月20
日にリリース。ぜひ、チェックしてみてください。

僕にとっての ピアノはオーケストラ

9月2日（日）　開場13:30　開演14:00
　　　　　　　 演劇ホール
【出演】 反田恭平（ピアノ）
【曲目】 ベートーヴェン：創作主題による32の変奏曲 ハ短調 WoO.80
 ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第 8番 ハ短調 Op.13「悲愴」
 ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第14番 嬰ハ短調 Op.27-2「月光」
 ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第23番 ヘ短調 Op.57「熱情」
【料金】 全席指定　一般3,000円［会員2,700円］

※残席わずかです。

反田恭平 ピアノ・リサイタル
全国ツアー 2018 ～ 2019

Information

公演情報
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未就学児も入場できるコンサートとして

すっかり定着してきた『おんがくのおもちゃ

箱シリーズ』ですが、企画担当者が台本も

書いていますよね。

高吉：そうですね。台本にしてもプログラ

ムにしても、子どもを飽きさせないように

というのは、いつも考えています。キャラ

よう…って心配されてなかなか行けないっ

ていう声はよく聞きますね。子育てしてい

る人の多くは、周りに気を遣いながら生活

されていると思います。そういう方こそ、

たまには外に出て心を解放して楽しんでも

らいたいです。

高吉：公演途中に大泣きする子もいるけど、

ホールの外であやしてまたホールに戻った

り、外のモニターで鑑賞しながら子どもと

遊ぶ方もいたり、子どものペースにあわせ

て自由に楽しんでいる雰囲気はあるよね。

桑畑：来場者のアンケートを見ても、不思

議と「子どもの泣き声が気になる…」みた

いなことはほとんど書かれない。それは、

本当に嬉しいです。

林田：小さな子どもたちに、質の高いもの

を見せたい、いろんなことを体験させたい

というのはもちろんあるけど、子育てされ

ている方達をサポートするという意味でも、

家の外にも居場所を作ることができたらい

いなというのもある。

高吉：実際、ご来場された方を見ていると、

ママ友同士の交流の場になっていたりもす

るし、ここに来れば、同じ立場の人達がた

くさんいて安心感もあるのかもしれないなっ

て。

なるほど。子育て支援にもなっていそう

ですね。実際アンケートとかお客様からの

声はどうですか。

林田：他の事業で、ダンサーさんと親子向

けのワークショップをやった時に、「お母さ

んの身体を登ってみよう」って、木登りみ

たいに子どもたちが親にしがみつきながら

登ったり、毛布を使って

遊んで。その後に、

参加した方から「家

で子どもと一緒に遊

べるバリエーション

が増えてありがたかっ

た」って声を聞いた

んです。劇場での体

験が家に帰ってか

らも役に立っ

ている

のは

クターや設定を決めて子どもの興味を引い

たり、プログラムの順番や照明なども…。

あと、大人が知っている曲も必ず入れてい

ます。子どもだけじゃなくて大人にも楽し

んでもらいたいっていうのはありますね。

毎回ドキドキしながらお客様の反応を見て

います。

和楽器のワークショップ『はじめてのお

けいこ』は、2時間のお稽古が3回あって、

最後は子ども達もプロの演奏家と一緒のス

テージに上がる企画です。

桑畑：子どもにとっては2時間って長いお

稽古の時間ですよね。昨年は、高学年と低

学年に分かれてお稽古をして、後半は合流

して合奏にしたんです。合奏は楽しいみた

いで、お姉さんお兄さんが弾いているのを

見て、やる気を出す子もいたし、違う音が

加わったときの面白さを子どもたちも感じ

てくれたみたいです。あと、毎回お稽古の

感想をボードに貼ってみんなで感想を共有

したのも励みになって良かったのかなぁと

思います。

嬉しいなと思いました。

高吉：和楽器の体験でもそういう話が出て

たよね。

桑畑：そうね。『はじめてのおけいこ』に

参加してくれた子は、楽譜を持って帰って

親と一緒にお稽古を振り返ったり、箏につ

いて話したりするみたいで、子どもとの接

点が増えて親御さんも楽しそうだった。お

稽古に行く車の中で「子どもが箏で演奏す

る曲を口ずさんでて」って嬉しそうに話さ

れていて、お稽古を楽しみにしている子ど

もの姿に、成長を感じたりするんだろうね。

高吉：『おんがくのおもちゃ箱シリーズ』

でも、子どもが一緒に「北風小僧の寒太郎」

とか「ことりのうた」とか、昔の曲を歌っ

ていたりすると、「この子こういう歌も知っ

ていたんだ」って驚く親御さんもいたりす

る。

公演やワークショップを通して、家族の

新しい一面に出会える。

林田：親子で一緒に体験するって大事だよ

ね。お互いに、知らなかったり思い込んで

いたことに気付くことがいっぱいあるはず。

子どもだって、親が夢中になっていると、

その姿を見て興味を示すってこともあると

思うし。

高吉：大人も見て

いるだけじゃなく

てぜひ参加してほ

しいなと思います。

それは、子ど

ものサポー

トをして

ほしいと

いう事

じゃ

林田：１回限りの体験じゃなくて、何度も

お稽古に通って、一緒に学んだ子どもたち

と一緒のステージに立てるというのは、達

成感があっていいよね。やり遂げた思い出

はずっと残るし。

0歳から入場できる演劇公演『赤桃』で

は、劇場だけでなく日向市でも上演します。

林田：『赤桃』は、今年で3回目ですが、劇

場の外に出て遠くの人にも届けられるよう

に、市外の会場でも毎年公演しています（過

去に新富町、日南市で上演）。特に子育てし

ていると遠出できない方も多いと思うので、

会場の近くにお住まいの方はぜひ来てほし

いです。

劇場に来られない方には、ぜひ、そうい

う機会を利用してもらいたいですね。ただ、

会場に行ける環境でも、小さい子どもを連

れてとなると躊躇してしまうこともありそ

うですが…。

桑畑：途中で子どもが泣き出したらどうし

なくて、実は、子どもって大人が考えてい

る以上にできるし、大人では考えつきもし

ないような子どもの発想力を間近で感じて

ほしいから。劇場が何かのきっかけになる

といいなって思う。興味だったり、交流だっ

たり、発見だったり…。いろんなものに出

会える場所にしていきたいね。

桑畑：そうだね。箏のおけいこでは、筝曲

部の高校生が子どもたちのフォローに入っ

てくれて。学校の外に出て、プロの演奏家

や子どもたちと触れ合ってもらえたのも良

かったなぁ…。普通だったら出会わない人

たちが、劇場で出会ったり交流できる場や

機会を作ることも、劇場の役割の一つだと

思います。

企画制作担当として、子どもや親子向け

の公演で気を付けていることや大切にして

いることはありますか。

高吉：怪我がなく事故もなく、みんなが心

地よく過ごしてもらうというのはどの公演

でも大切ですね。

林田：特に未就学児も入場できる催しでは、

気を遣う。『赤桃』はけっこう暗くなる場面

もあるし、椅子１つとってもこの高さで大

丈夫かなとか、角に頭をぶつけないかとか、

まずそこから。１年目に少しでも何か不具

合があったりすると、次回からは事前に親

御さんに声を掛けておこうとか、トラ

イ＆エラーの繰り返しなんだけど。

高吉：『おんがくのおもちゃ箱シ

リーズ』では、授乳できるスペー

スやベビーベッドなども準

備しているけど、まだまだ

浸透していないよね。小さ

なお子様連れでも、安

心して来場できるよう

な工夫がまだまだ必要

だと感じています。

３人の

企画担当者による

クロストー
ク

Cross Talk

新しい出会いと
発見を…

座談
会に集

まったのはこの3人!

高吉加奈美 桑畑郁美

座談会に出てくる公演・ワークショップ
●「赤桃」…０歳から入場できる演劇公演
●「おんがくのおもちゃ箱シリーズ」…０歳か
ら入場できる音楽公演

●「はじめてのおけいこ」…「Let’s和の音」の
　ワークショップの一つ（小・中学生対象）
　※3回のお稽古を積み、最後は、プロの演奏
　　家と一緒にステージで披露する体験コース。

登ったり、毛布を使って

遊んで。その後に、

参加した方から「家

で子どもと一緒に遊

べるバリエーション

が増えてありがたかっ

た」って声を聞いた

んです。劇場での体

験が家に帰ってか

らも役に立っ

ている

のは

思うし。

高吉：大人も見て

いるだけじゃなく

てぜひ参加してほ

しいなと思います。

それは、子ど

ものサポー

トをして

ほしいと

いう事

じゃ

合があったりすると、次回からは事前に親

御さんに声を掛けておこうとか、トラ

イ＆エラーの繰り返しなんだけど。

高吉：『おんがくのおもちゃ箱シ

リーズ』では、授乳できるスペー

スやベビーベッドなども準

備しているけど、まだまだ

浸透していないよね。小さ

なお子様連れでも、安

心して来場できるよう

な工夫がまだまだ必要

だと感じています。

劇場では‶みる"‶つくる"
‶つながる"の3つを大きな

柱として、さまざまな事業を行っ
ています。今回座談会に集まったの
は、小さな子どもも入場・参加できる
企画に携わる若手3人。これまでの公
演やワークショップを通して見えてき
た、子ども・親子と劇場とが“つな
がる”をテーマに、企画への想い
など大いに語ってもらいまし
た。

ニグリノーダ「赤桃」（2017） 昨年の「はじめてのおけいこ」の様子

おんがくのおもちゃ箱シリーズ

林田古都里
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出演者オーディション　レポート

「はじめてのおけいこ」では、箏に加え三味
線コースを新設しました。コンサートでは、

宮崎の神話をもとに創作された作
品を、プロの邦楽演奏家と一緒
に受講生たちも演奏します。
また開場中には、5つの和楽
器を自由に体験することも
できますので、大人の方も
どうぞご参加ください。

鳴海 康平

あなたの
 「〇〇だったら
いいのにな♪」を
大募集！

鳴海 康平
劇場では、今年度もたくさんの催しが企

画されています。

林田：お客様が求めているものも取り入れ

ながら、一方では県立の劇場でしかやれな

いこともあると思う。たくさんの方にいい

ものに触れてもらえたらと思っています。

高吉：子どもにはいろんな大人がいるって

いうのも知ってほしい。歌ったり踊ったり

演じたりすることを極めた大人たちがいる。

表現することに全力を傾けて生きている人

の姿を見てもらいたい。

桑畑：それはあるよね。子どもはもちろん

大人も「自由に表現できる世界」を体験し

てもらいたいし、その先にある喜びも味わっ

てもらいたい。舞台芸術だからこそできる

ことがあると思う。

高吉：実際来てみたら、思っていたのと違

うってこともあるかもしれないけど、「これ

はこれで面白い」って思ってもらえたら、

“してやったり”です（笑）。

林田：確かに。あとは、「わからない＝面白

くない」と判断しないでほしいなと思って

いて。「あのシーン怖かった」「あの光が面

白かった、きれいだった」とか、そんなこ

とから始まってもいいなと。いまわからな

くても、月日が経った時にあの時見たこと

が思い出されて何か気になったり、「自分も

やってみたい」と思ったり…。その「種」

みたいなものが撒ければと思っています。

理解できたかどうかという事を気にしてし

まいがちだけど、もっと気楽に楽しんでも

らいたいです。

桑畑：今年度も、たくさんの新しい出会い

と発見を皆様にお届けしたいです。その瞬

間に立ち会えるのを楽しみにしています。

【会場】イベントホール
【作】岸田國士『麺麭屋文六の思案』『遂に「知らん」文六』
【構成・演出】鳴海康平（第七劇場）
【料金】全席自由・日時指定
　　　  一般 1,500円［会員1,300円］　Ｕ25割 1,000円

トライアル・シアター2018

『麺
ぱ

麭
ん

屋文六の思案』

7月14日（土）①10：30開場　11：00開演　11：40終演予定
　　　　　　　②13：00開場　13：30開演　14：10終演予定
【会場】メディキット県民文化センター 大練習室２

【作・演出】立山ひろみ（宮崎県立芸術劇場 演劇ディレクター）
【出演】福留麻里　高橋牧（時々自動）
　　　  河内哲二郎 ※宮崎出身　　五島真澄（PUYEY）
【料金】全席自由　4歳未満：無料　4歳以上：500円
　　　 なかよしチケット：700円（4歳以上 2人 1組、前売りのみ）

ニグリノーダ公演『赤桃』 0歳から入場
できる演劇公演

◆宮崎公演

7月15日（日）①10：30開場　11：00開演　11：40終演予定
　　　　　　　②13：30開場　14：00開演　14：40終演予定
【会場】日向市中央公民館 レクリエーション室

◆日向公演

公演情報

投稿はこちらから

7月21日（土）　開場10：30　開演11：00
　　　　　　　  【会場】アイザックスターンホール

【出演】日髙慶子（ヴァイオリン） 　黒木奈津季（ピアノ） 　大西映光（ベース）
　　　  衛藤和洋（ドラム）　伊豆謡子（司会・進行・歌）
【曲目】さんぽ、おばけなんてないさ、チャールダーシュ、そうだったらいいのにな　ほか
【料金】全席自由　4歳未満：無料　　4歳以上：500円
　　　  なかよしチケット：700円（4歳以上 2人 1組、前売りのみ）

おんがくのおもちゃ箱シリーズPart.7

『夏休みだよ! 全員集合!』公演情報
0歳から入場
できるコンサート

日髙慶子 黒木奈津季 大西映光 衛藤和洋 伊豆謡子

2018
-2019

［演劇
・ダン

ス］

伝え方を。相手がどんな思いを込めている

か、アンテナを張って」と鳴海さん。相手

に思うように伝わらないこともあれば、伝

わっても自分の意思とは裏腹に相手が動く

こともあり、“同じようなことが日常生活で

も起きている”と、それぞれの反応を楽し

んでいた。

その後も、目をつぶって握手し、握手し

た相手を当てるゲームなどが続き、参加者

は互いにコミュニケーションをとりなが

ら、真剣かつ楽しく取り組んでいた。

最後は、数人のグループに分かれ、実際

にお芝居に挑戦。配布された台本は、会話

文しか書いておらず、設定や動きなどは各

グループで考えて発表する。鳴海さんのア

ドバイスを受けながら試行錯誤する参加者

たち。回を重ねるごとに面白くなる発表に、

笑い声が響いていた。

鳴海さんはオーディションの最後に「文

化芸術をもっと多くの人に楽しんでもらい

たい。今日ここで学んだことを、これから

の文化芸術の担い手になるきっかけ・糧に

してほしい」と語った。

オーディションを終えて

「今回のオーディションは10代の子から、

上は60代の方まで、幅広い年代の方にご参

加いただいた。皆さん素直で、表現すること

に積極的だったので、楽しくオーディション

ができて嬉しかった」と笑顔で話す鳴海さん。

また9月の本番に向け、「作品をお客様に観

ていただいた時に、劇場にまた観に来たいな

とか、この人たちを応援していきたいと思っ

てもらえるような作品にしたい。岸田國士作

品は、とても緻密で細かくいろいろな構成

が練られている。けれども、今回扱う作品は

岸田の作品の中でも異質。設定が飛んでいっ

たり、登場人物がどっから出てきたんだと思

うような、エキセントリックな部分もある。

あまり上演されたこともなく、宮崎でこの作

品が上演されるのもレアなケース。そういう

意味でも面白く、岸田の違う一面が見られる

作品。スマートさと、乱暴・野蛮な感じとい

うのを、きちんと参加者と一緒に舞台上に作

り上げていきたい」と意気込んだ。

岸田國士は多分、日本で
一番有名な劇作家です。
でもまだ岸田の作品を観
た事がなくても大丈夫。
いまがその時です !! お
見逃しなく♪

第七劇場、代表・演出家。Théâtre de Belleville、芸術監督。
1979年北海道紋別市生まれ。三重県津市美里町在住。早稲田
大学在籍中の1999年に劇団を設立。国境を越えることができ
るプロダクションをポリシーに製作し、物語だけに頼らない劇
空間が海外でも評価され、これまで国内20都市、海外 4ヶ国 7
都市（韓国・ドイツ・フランス・台湾）で作品を上演。ポーラ
美術振興財団在外研修員（フランス・2012年）として 1年間
滞仏。帰国後、日仏協働作品『三人姉妹』を新国立劇場にて上
演。2014年、三重県津市美里町にカンパニーの活動拠点を移し、
新劇場を開設。

©松原豊

5月26日（土）に開催した出演者オーディ

ション。開始前、会場は参加者の緊張した

雰囲気に満ちていた。まず立山ひろみ（劇

場演劇ディレクター）より本企画の説明な

どがあった後、本作品の構成・演出を担当

する鳴海康平さんから挨拶。「折角だから、

楽しんでほしい。結果はどうあれ、何かを

持ち帰ってもらいたい」。参加者は真剣な

表情で、鳴海さんの言葉を受け止めていた。

いよいよオーディション開始。自分の感

じているものや思いを、他人であるお客さ

んにどう伝えるか。そうした自分と他人の

関係を意識したゲームに、参加者同士で協

力し合って挑戦した。

あるゲームでは、2人 1組となり、1人

が“こんにちは”と挨拶する。相手はそれ

を聴き、1歩近づくか下がるか、それとも

動かないかを判断する。言う側は、相手に

どうしてほしいか、どう言えば思うとおり

に動いてくれるのかを考えて声に出す。受

け取る側はその言葉に込められた意思を感

じ取って動く。「声の大小だけに頼らない

　舞台芸術界のトップランナーをお迎えし、
オーディションで決定した俳優や演劇初体験の
出演者たちとともに、約1週間の期間で舞台作
品をつくりあげ、公演を行うシリーズ。

　1890年東京生まれ、1954年没。フランスにて文学や演劇を学び、劇作家・演出家・小説家・評
論家・翻訳家として、多岐にわたって活躍し、現代演劇の理論的指導者として名高い。岸田國士戯曲
賞は新人劇作家の登竜門であり、“演劇界の芥川賞”とも呼ばれる。代表作品は戯曲『牛山ホテル』、『チ
ロルの秋』、小説『暖流』、『双面神』など。

『麺麭屋文六の思案』
ぱ ん

作：岸田國
く に

士
お

×　　：鳴
な る

海
み

康平構成
演出 

この夏、18～65歳の男女10名が、演劇界

の巨匠・岸田國士の作品に挑戦する！

鳴海 康平鳴海 康平鳴海 康平鳴海 康平鳴海 康平鳴海 康平鳴海 康平鳴海 康平

井上大輔
THE☆花まるにっ
ぽん／三人兄弟

黒田吉郎

宮本日温

片山敦郎
三人兄弟

重松希実

山口征誉

河野誠
劇団ゼロQ

進藤綾乃
劇団「伝劇」／
ユニットろむ

湯浅泰典
劇団220

山本美保

立山Dの
 “ココ”に注目！

ディレクター
宮崎の神話をもとに創作された作
品を、プロの邦楽演奏家と一緒
に受講生たちも演奏します。
また開場中には、5つの和楽
器を自由に体験することも
できますので、大人の方も
どうぞご参加ください。

8月19日（日）　開場13：00　開演14：30
※開場時間中（13：00～ 14：15）に、箏・三味線・小鼓・笙・笛が体験できる「ふれてみよう!」を実施します。

【会場】アイザックスターンホール

9月1日（土）　開場18：30　開演19：00
　 ２日（日）　開場13：30　開演14：00

【出演】日本を代表する邦楽演奏家9名　「はじめてのおけいこ」受講生　ほか
【料金】全席自由　500円　

〈ワークショップ〉
①はじめてのおけいこ（①箏もしくは②三味線）　◀ 応募締切7月 1日（日）必着
　※対象：①小学1年生～中学3年生、②小学5年生～中学3年生
　●おけいこ日：7/28（土）・8/4（土）・8/11（土・祝）
　●リハーサル：8/18（土）　●本番：8/19（日）　●参加費：3,000円　
②かじってみよう！ ◀ 応募締切 7月22日（日）必着
　※箏・三味線・小鼓・笙・笛のどれか１つの楽器を体験。（対象は楽器ごとで異なります）
　●開催日時：8月18日（土）10：30～11：30　●参加費1,000円

Let's和の音♪ワンコインコンサート 小学生から入場できる
コンサート公演情報

公演情報

0歳から入場できる演劇パフォーマンス公演
です。ちりばめられたいろんな絵本に、不思
議な音のする楽器、カラフルな映像など、た

くさんの“しかけ”があるので、
言葉がわからなくても楽しめま
す。開場中には出演者たちによ
るワークショップもあります！
ぜひお気軽にお越しくださ
い。一緒に遊びましょう♪

1年に2度開催している本シリーズでは、0
歳～おとなの方まで楽しんでもらえるよう、

幅広いジャンルの曲をお届けしていま
す。演奏者たちの愉快なトークや、

大きなプロジェクターに映し出
されるイラストや歌詞もポイ
ント！会場にはおむつ替えス
ペースや遊べるスペースも用
意しているので、気兼ねな
くお越しください。

す。演奏者たちの愉快なトークや、
大きなプロジェクターに映し出
されるイラストや歌詞もポイ
ント！会場にはおむつ替えス
ペースや遊べるスペースも用
意しているので、気兼ねな

〈企画制作担当〉
林田古都里

〈企画制作担当〉
高吉加奈美

〈企画制作担当〉
桑畑　郁美

議な音のする楽器、カラフルな映像など、た
くさんの“しかけ”があるので、
言葉がわからなくても楽しめま
す。開場中には出演者たちによ
るワークショップもあります！

ト ラ イ

岸田國士とは…

【出演者】（50音順）

※両日とも終演後アフタートークあり　※上演時間約70分

おんがくのおもちゃ箱シリーズ
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メディキット県民文化センター（宮崎県立芸術劇場）　自主事業公演チケット情報

7月14日（土）
①開場10:30　開演11:00
②開場13:00　開演13:30

ニグリノーダ公演「赤桃」　　※約40分公演
作・演出：立山ひろみ（宮崎県立芸術劇場演劇ディレクター）
出演：福留麻里　　高橋牧（時々自動）　　河内哲二郎　　五島真澄（PUYEY）

日向公演：7月15日（日）
①11:00開演　②14:00開演　会場：日向市中央公民館 レクレーション室

大練習室2 全席自由　4歳未満無料　4歳以上500円　なかよしチケット700円（4歳以上2人1組、前売りのみ）

7月21日（土）
開場10:30　開演11:00

おんがくのおもちゃ箱シリーズ　Part.7　

「夏休みだよ！全員集合！」
出演：日髙慶子（ヴァイオリン）　黒木奈津季（ピアノ）　大西映光（ベース）　　　　
　　　衛藤和洋（ドラム）　伊豆謡子（司会・進行・歌）

アイザックスターンホール 全席自由　4歳未満無料　　4歳以上500円　　なかよしチケット700円 （4歳以上2人1組、前売りのみ）

8月19日（日）
開場13:00　開演14:30

Let’s和の音♪ 「ワンコインコンサート」
出演：日本を代表する邦楽演奏家9名、「はじめてのおけいこ」受講生

アイザックスターンホール 全席自由　500円

9月1日（土）
開場18:30　開演19:00

9月2日（日）
開場13:30　開演14:00

トライアル・シアター2018　『麺麭屋文六の思案』
作：岸田國士『麺麭屋文六の思案』『遂に「知らん」文六』
構成・演出：鳴海康平（第七劇場）
出演：井上大輔　片山敦郎　河野誠　黒田吉郎　重松希実　進藤綾乃　宮本日温　山口征誉　山本美保　湯浅泰典

イベントホール 全席自由　一般1,500円[会員1,300円］　　Ｕ25割1,000円

9月2日（日）
開場13:30　開演14:00

反田恭平ピアノ・リサイタル　全国ツアー2018～2019
出演：反田恭平（ピアノ）

演劇ホール 全席指定　全席3,000円［会員2,700円］

9月15日（土） 栗コーダーカルテット with ビューティフルハミングバード　
開場10:30　開演11:00 0さいから楽しむウキウキコンサート　（60分公演）

全席自由　小学生未満500円　 小学生～高校生1,000円 　一般2,000円［会員1,800円］　
エリアセット券2,000円※先着20組限定（小学生未満と保護者の2人1組、イスのないフロアエリア）

開場13:30　開演14:00 ゆったり癒しのアフタヌーン・コンサート（100分公演）　
イベントホール 全席自由　一般3,000円［会員2,700円］　ペア割5,000円［会員4,500円］　U25割1,000円　　親子割3,500円

※就学前のお子様の入場はご遠慮ください。

Attention（ご注意）
　　　　　　　　　◎記載情報は変更になる場合があります。　◎割引サービスの詳細は、劇場HPをご覧ください。
　　　　　　　　　◎当日券が出る場合は、一般チケットのみ500円増になります。※一部公演除く
　　　　　　　　　◎託児サービス（有料・事前申込要）がご利用いただけます。※一部公演除く

7月10日（火）開場18:15　開演19:00
　　　　　　　アイザックスターンホール

宮
崎
県
立
芸
術
劇
場
　
広
報
誌
　
く
れ
っ
し
ぇ
ん
ど
　vo

l.1
3
0

　
（
2
0
1
8
年
6
月
号
）

企
画
・
制
作
・
発
行
／
公
益
財
団
法
人
　
宮
崎
県
立
芸
術
劇
場
　
宮
崎
県
宮
崎
市
船
塚
3
-2
1
0
　
TE
L 0
9
8
5・
2
8・
3
2
0
8

印
刷
・
製
本
／
株
式
会
社
都
城
印
刷
　
宮
崎
県
都
城
市
早
鈴
町
1
6
1
8
番
地
　
TE
L 0
9
8
6・
2
2・
4
3
9
2

お問合せ
〒880-8557　宮崎市船塚3-210
http://www.miyazaki-ac.jp

TEL.0985-28-3208   FAX.0985-20-6670
 facebook随時更新中！「フォロー」と「いいね！」お待ちしています。

【出演】ウラディーミル・フェドセーエフ（指揮）　タチアナ・ヴァシリエヴァ（チェロ）
　　　  ＮＨＫ交響楽団（管弦楽）
【料金】全席指定　Ｓ席6,000円［会員5,400円］　Ａ席5,000円［会員4,500円］
　　　 Ｂ席4,000円［会員3,600円］　Ｃ席完売
　　　 ※当日券が出る場合、料金は前売りと同額　※U25割、親子割の設定はございません。

ＮＨＫ交響楽団演奏会 宮崎公演 日
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詳細はP6

詳細はP3-5

詳細はP1-2

チケット発売中

チケット発売中

残席わずか

0歳から入場できる演劇公演☆

詳細はP3-5
チケット発売中

0歳から入場できるコンサート♪

0歳から入場できるコンサート♪

詳細はP3-5
チケット発売中

会員発売7/1～

一般発売7/8～

公演情報

【作・演出】永山智行（企画提案者）
【出演】あべゆう　かみもと千春　濵砂崇浩　大迫紗佑里　中村幸（劇団ヒロシ軍）
【料金】全席自由　一般2,500円（当日3,000円）　ペア割4,000円（前売りのみ）
　　　　　　　　 U25割1,000円（前売り・当日とも）　やさい割2,000円（前売りのみ）
●やさい割…ご家庭で収穫された野菜を上演日にご持参くださる方が対象です。

8月29日（水）　開場18:30　開演19:00
　　　　　　　演劇ホール舞台上舞台

'18みやざきの舞台芸術シリーズⅠ
劇団こふく劇場 第15回公演『ただいま』
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公演情報

チケット発売中

チケット発売中

© Sasha Gusov © Oleg Nachinkin

劇場の
HPはコチラ！


